




キー ワー ド： パロディのニ震性，文学の不人気，再生予祝，能動的な読み
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作品の小説としての退屈さにほかならない． （蓮賓 1994: 89) 
また，井上の「類似に対する畏怖の念の徹底した希薄さ」をもあげ（蓮賞 1994: 94), 1r古里
吉里人』の言葉は，批評体験を回避したものだとする．「古里古里人」が， F羊をめぐる冒険」他
ほぼ同時代に書かれた長編と同様，「宝探し」の物語だという蓮賓の説話論的分析は傾聴に値す






























どなぜか議論ばっかりしてましたとさ．おしまい． （荻野 1991: 140) 


















4) 古橋の 2）と 3）に対する感想
5) 小林秀雄（こんばやすふんで、お） rモジアルド」
6) 古橋の 5）に対する感想、
7) 太宰治（だじえー おさむ） 「斜陽（さよー ）di
8) 古橋の 7）に対する感想
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